       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     歴史的分野　「パンドラの箱は開かれた」

２．単元目標       (1)人間が社会をつくって生活している必然を理解する。

(2)文明のもたらした功罪を多角的に考える。

３．単元の指導観   　日々、我々は文明から恩恵を受け、そして人間の社会の中で生きている、という事実は動かしがたい。しかし、なぜ我々は今、この様に生きているのだろうか？このような問いを持って歴史を学んでいく時、その入口でまず社会と文明のはじまりを考えることが必要であろう。

ヒトという種が大きな群れをつくり、それを組織したとき国家は生まれた。そして組織化された群れは、共同作業と分業により文明を発達させた。文明が人類の発達に寄与したことは疑い得ない。しかし、あえて文明のマイナス面にも目を向けることで、現代文明の負の部分をもとらえる目を養いたい。

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
「なぜヒトは国家という群れをつくるのか？」

（仮説設定）
・パネルを使いながら、動物の群れの大きさを話し合い、人間も国家という巨大な群れをつくって暮らしていることに気づく。

・「なぜヒトは国家という群れをつくるのか？」というテーマで班別に話し合い、仮設をたてる。

２
「文明の特徴を知る」


・仮設を意識しながら「中国」「エジプト」「メソポタミア」の三大文明についての「手がかりカード」を利用しながら比較し、文明の特徴をとらえる。（ゲーム形式で）

３
「王の役割を考える」
・文明の特徴の共通点を考えながら、国家やそこに君臨する王の存在に気づく。

・なぜ人間が国家という巨大な群れをつくるのかというテーマを意識しながら王の役割を考える。

・神話・伝説の中の王の話と実際の王のしごとの資料を見て、話し合いの結果の検証を行う。

４
「文明の功罪を考える」


・これまでの学習の成果から文明の功罪を整理し、「文明を持ったことは人類にとって幸福だったのか」というテーマを考える。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解

課題の討論を積極的に行う。
文明の特徴と功罪について多角的に判断できる。
資料から文明の発生と特徴を読み取ることができる。
代表的な古代文明の名前・場所・特徴がわかる。
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　　パンドラの箱は開かれた！①
１．本時の目標     (1)ヒトは国家という群れをつくってくらしていることに気づく。

                   (2)なぜヒトは国家をつくったのかという問いの仮説を立てる。

２．本時の指導観    人間も他の多くの生き物と同じように大小の群れをつくりながらくらしている。特に国家はその中でも最大級のものであり、組織化された社会である。国家が成立し、共同作業と分業が可能になったことが人類の文明を進歩させた。文明の発生と功罪を学ぶにあたり、この単元ではその導入として、他の動物の群れとその大きさの関係に注意しながら、ヒトがなぜ国家をつくる必要があったのかということを考える。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
・パネルを使いながらヒトも群れをつくっていることに気づく。
・パネルの動物の群れの大きさを予想する。そして人間の場合はどうかを考える。
動物の群れの大きさに違いがあることに注目させる。

（その理由までは立ち入らない）

展開
・班別にテーマを考える。
・「ヒトが群れをつくるとどんな場合に役に立つか？」を班別に考え、カードに書き、黒板にはる。

・黒板を整理し、それを見ながら「なぜヒトは国家という巨大な群れをつくるのか？」という問いについての自分の仮説を立てる。


まとめ
・仮説の発表
・自分の立てた仮説を発表する。
・次回は国家が発生したころの様子を学ぶことを予告する

４本時の評価

関心・意欲・態度
すすんで話し合いに参加し、仮説を立てようとする。

思考・判断
群れをつくる場合の利点を挙げ、ヒトが国家を必要とする理由を考えることができる。
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　　パンドラの箱は開かれた！②
１．本時の目標     (1)代表的な文明とその特色を知る。

                   (2)古代文明の共通点に気づく。

２．本時の指導観   文明・国家の成立時期の特徴をとらえることを通じて「なぜヒトが国家という群れをつくるのか？」についての仮説の検証の手がかりとする。ここでは各要素のつながりの認識と資料把握を容易にするため、手がかりカードという形で文明の要素を分解し、古代文明の特色（・身分制国家の成立・科学技術の発展・共同作業による自然の改造・人類の生存が容易になる）をつかませる方法をとる。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
課題の確認

学習方法の説明
本時の目標を確認する。

文明探索ゲームのルールを確認する。


展開
文明探索ゲーム
○文明探索ゲームを行う

カードの説明を読み、シートの最も適した場所にキーワードを書きこむ。他の生徒のカードと交換し、手がかりを増やしていく。

時間になったら班に戻り、各自のシートを比べて、シートを完成する。

班で文明の共通点を話しあい、シートに記入する。
制限時間を設ける

同じ文明に属するカードを見つけるためのカード同士の関係を推理することに注意させる。

何人かに発表させ確認する

まとめ

文明の特色を元に再び、なぜヒトは国家という群れをつくるのかという問いを考える。




４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断
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　　パンドラの箱は開かれた！③（王も命がけ？！）
１．本時の目標     古代文明では身分制という分業によって人類の生存が容易になったっことを学ぶ

２．本時の指導観   　古代文明は王を頂点とする身分制による分業によって成り立っている。この社会は、特殊技術者（王・神官）と肉体労働者（庶民・奴隷）の分業を通じて、科学技術の発展と共同作業の高度な組織化を可能とし、自然環境の改造によって人類の生存を容易にした。王は天文学・気象学・数学・土木工学の専門家として集団を指導する役割を果たしていた。この単元では王の役割を考えることを通じて、文明の功（科学技術の発展・共同作業の高度な組織化）と文明の罪（身分制・戦争・環境）が表裏一体の関係であることに気づくきっかけとしたい。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入

前回の学習を元に国家がつくられた理由について自分の考えをを発表する。
文明の功に注目させる。

展開

古代文明が王を頂点とした身分制によって成り立っていたことに気づく。

班別で王の役割を考え、カードに書き、黒板にはる。

黒板を整理し、王が科学技術の発展や共同作業の要であり集団の発展に寄与していたことにことに気づく。


王の写真を見せることによって社会の中での王の隔絶した位置に気づかせる。

まとめ

王の指導の下で共同作業に従事する奴隷はどんな人がなったのかを考える。
古代文明の身分制を再び意識させる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


なぜヒトは国家という巨大な群れをつくるのだろう？





王は集団にとってどのような役割を果たしているのだろうか？





文明にはどんな共通点があるのだろう？








